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本研究は，味覚（甘味，苦味，塩味，酸味）に関連する因子を，70 歳群ならびに 80歳群の 2つのコ
ホートの横断ならびに縦断研究によって，網羅的に探索することを目的とした． 
多変量解析を行った結果，横断研究では，70 歳群，80 歳群ともに味覚（苦味，酸味）と性別との間
に，また塩味と認知機能との間に関連を認めた． 
また，80歳群の 3年間の縦断研究では，認知機能が低かった者において味覚（塩味）が低下する傾向
を認めた． 
以上の結果は，高齢者における味覚低下への対応を考慮するうえで重要な示唆を与えるものであり，
本論文は，博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
